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２ 継続検討にあたっての留意点 

（１）水道用水の量的な影響を中心としたこれまでの検討 

 既存利水施設の治水活用は、水道用水を貯めているダムの容量を部分的に空にして、治水に転用する

こととなるため、そのことが水道用水の供給に支障とならないよう、「量的な影響」を中心に検討して

きた。 

 具体的には、予備放流による治水活用の検討では、予備放流後に水位がどのぐらいの期間で回復する

かについて、過去の降雨実績に基づいて確認した。 

 また、日本の年平均降水量は、世界平均の約２倍であるにもかかわらず、人口一人当たりにすると、

世界平均の約 1/3 と小さく、利用する水に恵まれているわけではなく、年降水量の変動幅が大きくなっ

て、極端な少雨の年が発生する傾向にあるといわれており※、ダムからの安定供給可能量も低下してい

る（図 7.1～4)。 

 このことを踏まえて、水源余力の治水活用の検討では、近年の最も大きな渇水である平成６年渇水も

考慮に入れた。 

 ※水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について(答申)[H20.6 月 社会資本整備審議会] 

 

    

 
（「日本の水資源」国土交通省） 

図 7.3 日本の年降水量の経年変化 

図 7.1 木曽川での渇水ﾘｽｸの増大 
出典：水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について(答申) 

   [H20.6 月社会資本整備審議会] 

図 7.2 青野ダムでの渇水ﾘｽｸの増大
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１．気象庁資料をもとに国土交通省水資源部作成 
２．全国 51 地点の算術平均値 
３．トレンドは回帰直線による。 
４．各年の観測地点数は、欠測等により必ずしも 51地点ではない。 
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（２）今後の検討にあたっての留意点 

 継続検討にあたっては、治水活用についての様々な課題について幅広く検討していく。また、水道用

水の量や質、水道料金は、利用者である市民の生活に直接影響するため、検討状況や検討結果について

市民の理解も得ながら、水道事業者との合意形成を進めていく。 

 

 

 

 

 

千苅貯水池の年降水量の経年変化（1920年 2007年：88年間）
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図 7.4 千苅貯水池の年降水量の経年変化（1920～2007 年：88年間） 

５年移動平均：当該年に前後２年ずつを加えた計５年の平均値
トレンド：最小二乗法により算出した、データに最も適合する近似直線 
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資料 2-2 千苅ダムの安全性に関する基本的な考え方 
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千苅ダムの安全性に関する基本的な考え方 

１ 河川法等における位置づけ 

２ 安全性についての課題と対応 

３ ２(３)に関する堤体の安定性についての神戸市の計算結果および見解 

４ 神戸市の検討結果の確認と今後の対応 

 河川整備計画（原案）において、既存利水施設の治水活用は、原案に位置づけた「青野ダ

ムの予備放流容量拡大」を除き、その必要性・実現可能性の検討を継続することとしている。

 本資料は、構造令制定以前に建設された千苅ダムの安全性に関する基本的な考え方につい

て平成 22年 8 月時点でとりまとめた資料である。 
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条

及
び

附
則

2
の

規
定

に
よ

り
、
災

害
復

旧
及

び
応

急
措

置

と
し

て
実

施
す

る
も

の
を

除
く

改
築

工
事

の
際

に
は

、
最

大
放

流
能

力
を

1,
54

0m
3
/s

と
す

る
必

要

が
あ

る
も

の
の

、
千

苅
ダ

ム
の

健
全

性
・
耐

久
性

及
び

地
震

時
の

安
全

性
い

ず
れ

に
お

い
て

も
問

題

が
な

い
た

め
、

現
時

点
で

、
堤

体
の
改

築
・

補
強

等
の

計
画

は
有

し
て

い
な

い
。

 

 
 

今
後

も
従

来
通

り
、

必
要

に
応

じ
て

堤
体

及
び

そ
れ

を
支

持
す

る
岩

盤
の

状
況

を
確

認
す

る
等

、

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

で
、
千

苅
ダ

ム
の

安
全

性
を

確
保

し
て

い
く

。
 

 ４
 

神
戸

市
の

検
討

結
果

の
確

認
と

今
後

の
対

応
 

（
１

）
神

戸
市

の
検

討
結

果
の

確
認

 

 
 

神
戸

市
の

計
算

内
容

を
照

査
し

た
と

こ
ろ

、
計

算
内

容
は

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
そ

の
結

果
は

妥
当

と
考

え
て

い
る

。
 

ま
た

、
ダ

ム
堤

体
の

基
礎

地
盤

に
つ

い
て

も
、

別
途

に
神

戸
市

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
資

料
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

全
体

と
し

て
は

C
H
級

の
岩
盤

が
支

配
的

で
、

一
部

に
CM

級
が

見
ら
れ

た
。

 

一
般

的
に

、
重

力
式

ダ
ム

の
建

設
は

、
CM

級
以

上
の

岩
盤

を
基

礎
と

す
る

こ
と

か
ら

、
千

苅
ダ

ム
は

、

非
常

に
硬

い
岩

盤
上

に
建

設
さ

れ
て

お
り

、
ダ

ム
の

安
定

性
に

問
題

は
な

い
と

す
る

神
戸

市
の

見
解

は
、

妥
当

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 

 
 

 

（
２

）
今

後
の

対
応

 

 
 

構
造

令
第

２
条

で
規

定
す

る
ダ

ム
設

計
洪

水
流

量
発

生
時

の
、

外
力

に
対

す
る

堤
体

の
安

定
性

は
神

戸
市

に
よ

っ
て

確
認

さ
れ

た
。

 

 
 

し
か

し
な

が
ら

、
洪

水
吐

き
の

放
流

能
力

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
に

変
わ

り
は

な
く

、「
で

き
る

だ
け

構
造

令
に

適
合

す
る

施
設

に
改

築
す

る
」

こ
と

は
構

造
令

の
趣

旨
で

あ
る

た
め

、
定

期
検

査
等

様
々

な

機
会

を
通

じ
、

構
造

改
善

を
神

戸
市

に
要

請
し

て
い

く
。
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（２）新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査 

状況について 
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資料 2-3 新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査状況について 

 

要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

資料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 武庫川峡谷環境調査に係るこれまでの経緯  

○ 新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査状況について  

〔分野ごとの調査結果〕 

Ⅰ 景観 

Ⅱ レクリエーション 

Ⅲ 動物  

Ⅳ 植物・植生  

Ⅴ 試験湛水  

Ⅵ 湛水に係る事項  

河川整備計画（原案）では、新規ダムは位置付けず、その必要性・実現可能性の検討を継

続することとしている。 

本資料は、新規ダムが峡谷の自然環境に及ぼす影響を把握するために実施した武庫川峡谷

環境調査の調査状況について平成 22 年 3月時点でとりまとめた資料である。 

なお、この調査とは別に、「武庫川水系に生育・生息する生物及びその生活環境の持続に

関する２つの原則」に係る専門検討会においても、新規ダムが峡谷の自然環境に及ぼす影響

などについて検討しているところである。 
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新

規
ダ

ム
に

係
る

武
庫

川
峡

谷
環

境
調

査
状

況
に

つ
い

て
 

【
目
 

次
】
 

 

○
 武

庫
川
峡
谷
環
境
調
査
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
 
１
 

○
 新

規
ダ
ム
に
係
る
武
庫
川
峡
谷
環
境
調
査
状
況
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
 
２
 

 〔
分
野
ご
と
の
調
査
結
果
〕
 

Ⅰ
 景

観
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
 
６
 

Ⅱ
 レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
１
０
 

Ⅲ
 動

物
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
１
２
 

Ⅳ
 植

物
・
植
生
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
１
５
 

Ⅴ
 試

験
湛
水
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
２
４
 

Ⅵ
 湛

水
に
係
る
事
項
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
３
０
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資料2-3



 
1
 

武
庫
川

峡
谷
環
境
調
査
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

 

  １
 

武
庫
川
ダ

ム
建
設
事

業
の
経

緯
 

○
平

成
 5

年
 4

月
 

 武
庫

川
ダ

ム
建

設
事

業
採

択
 

○
平

成
1
2

年
1

月
 
 

環
境

影
響

評
価

概
要

書
縦

覧
（

住
民

意
見

書
7
0
8

通
）
 

○
平

成
1
2

年
5

月
 
 

環
境

影
響

評
価

審
査

会
答

申
 

○
平

成
1
2

年
9

月
 
 
 知

事
が

県
議

会
で

「
武

庫
川

の
治

水
対

策
に

対
す

る
合

意
形

成
の

新
た

な
取

り
組

み
 

を
行

い
、

総
合

的
な

治
水

対
策

を
検

討
す

る
」

と
表

明
 

○
平

成
1
6

年
3

月
 
 

「
武

庫
川

流
域

委
員

会
」

設
置

 

  ２
 

武
庫
川
流

域
委
員
会

で
の
新

規
ダ
ム
案

の
検
討

と
取
り
扱

い
 

平
成

18
年

3
月

の
第

3
7

回
、
4

月
の

第
3
8

回
流

域
委

員
会

に
お

い
て

新
規

ダ
ム

案
の

選
択

に
つ

い
て

検
討

 

             平
成

1
8

年
6

月
 
 
第

4
4

回
、

第
4
5

回
流

域
委

員
会

に
お

い
て

、
県

が
作

成
し

た
「

新
規

ダ
ム

建
設

に
よ

る
環

境
へ

の
影

響
検

討
」

資
料

に
つ

い
て

審
議
 

           

  

平
成

1
8

年
7

月
 
 
第

4
7

回
流

域
委

員
会

に
お

い
て

、
新

規
ダ

ム
計

画
案

に
つ

い
て

意
思

決
定
 

                 

平
成

1
8

年
8

月
  

武
庫

川
流

域
委

員
会

か
ら

知
事

に
提

言
書

を
提

出
 

  ３
 
武
庫

川
峡
谷
環

境
調
査

の
実
施
 

平
成

1
8

年
8

月
  

知
事

が
定

例
記

者
会

見
で

「
武

庫
川

峡
谷

環
境

調
査

」
の

実
施

を
表

明
 

   

 

        

平
成

1
9

年
1

月
  

河
川

審
議

会
第

１
回

環
境

部
会

に
お

い
て

、
調

査
項

目
等

を
審

議
 

平
成

1
9

年
1

月
  

第
6
7

回
武

庫
川

流
域

委
員

会
運

営
委

員
会

に
お

い
て

、
調

査
項

目
等

を
報

告
 

平
成

1
9

年
3

月
  

河
川

審
議

会
に

お
い

て
、

環
境

部
会

の
審

議
状

況
を

報
告

 

平
成

1
9

年
6

月
  

河
川

審
議

会
第

2
回

環
境

部
会

に
お

い
て

、
調

査
の

実
施

状
況

等
を

審
議
 

平
成

1
9

年
6

月
  

河
川

審
議

会
に

お
い

て
、

環
境

部
会

の
審

議
状

況
を

報
告

 

平
成

1
9

年
7

月
  

第
5
0

回
流

域
委

員
会

に
お

い
て

、“
新

規
ダ

ム
に

係
る

「
武

庫
川

峡
谷

環
境

調
査

」（
全

体
）
”

資
料

を
県

か
ら

報
告
 

【
提

言
書
（
P
6
7：
「
環
境

へ
の
影
響
検
討
資

料
」
の
提
出
と
検

討
よ
り
抜
粋
】
 

「
こ

の
環

境
影

響
検

討
資

料
を

も
っ

て
、

新
規

ダ
ム

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
資

料
と

し
て

判
断

で
き

な
い

。
今

後

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

待
つ

課
題

が
山

積
し

て
お

り
、

現
時

点
で

新
規

ダ
ム

の
可

否
の

判
断

材
料

と
す

る

こ
と

は
で

き
な

い
。

こ
の

検
討

資
料

は
、

今
後

長
期

に
わ

た
っ

て
調

査
し

た
う

え
新

規
ダ

ム
の

可
能

性
を

検

討
す

る
資

料
と

し
て

扱
う

の
が

妥
当

で
あ

る
。

次
期

整
備

計
画

に
向

け
て

の
検

討
課

題
を

委
員

会
か

ら
は

提

起
し

、
時

間
を

か
け

た
十

二
分

な
調

査
を

促
し

た
い

。
」
 

【
提

言
書
（
P
6
6
）：

新
規

ダ
ム

計
画
の
論
点
よ
り
抜
粋

】
 

①
新

規
ダ

ム
に

よ
っ

て
、

下
流

域
の

あ
ら

ゆ
る

洪
水

被
害

を
防

げ
る

も
の

で
は

な
い

。
ダ

ム
を

造
っ

た
と

し

て
も

、
並

行
し

て
河

道
の

流
下

能
力

を
高

め
、

堤
防

の
強

化
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

②
新

規
ダ

ム
の

試
験

湛
水

や
洪

水
時

の
湛

水
に

よ
っ

て
、

峡
谷

の
生

物
環

境
お

よ
び

景
観

は
厳

し
い

状
況

に

さ
ら

さ
れ

る
。
 

③
新

規
ダ

ム
建

設
に

伴
う

河
道

の
流

況
、

水
質

、
土

壌
等

に
大

き
な

変
化

が
予

想
さ

れ
、

そ
の

解
明

が
必

要

で
あ

る
。
 

④
新

規
ダ

ム
の

機
能

や
効

果
に

つ
い

て
の

疑
問

点
に

対
し

て
、

河
川

管
理

者
は

き
ち

ん
と

答
え

る
必

要
が

あ

る
。
 

【
提
言
書

（
P
7
0
）：

新
規
ダ
ム

計
画
に
つ
い
て
の

流
域

委
員
会
の
意

思
決
定
よ
り
抜
粋
】

 

①
旧

・
武

庫
川

ダ
ム

計
画

を
白

紙
の

状
態

か
ら

流
域

委
員

会
で

検
討

す
る

こ
と

に
な

っ
た

７
年

間
に

及
ぶ

経
緯

や
、

そ
の

直
接

的
な

契
機

に
な

っ
た

県
環

境
保

全
審

議
会

の
答

申
、

お
よ

び
こ

れ
に

も
と

づ
く

当
時

の
貝

原
知

事
の

決
定

を
直

視
す

れ
ば

、
旧

・
武

庫
川

ダ
ム

計
画

と
同

等
の

も
の

を
検

討
す

る
よ

り
先

に
、

新
規

ダ
ム

代
替

策
を

徹
底

的
に

検
討

し
て

、
そ

の
可

能
性

を
追

求
す

る
こ

と
が

先
決

で
あ

る
こ

と
は

論
を

待
た

な
い

。
 

②
当

流
域

委
員

会
は

発
足

以
来

２
年

余
に

わ
た

っ
て

、
総

合
治

水
の

観
点

か
ら

流
域

対
策

や
ダ

ム
代

替
策

を
徹

底

的
に

検
討

し
て

き
た

結
果

、
整

備
計

画
レ

ベ
ル

は
も

ち
ろ

ん
、

基
本

方
針

レ
ベ

ル
に

お
い

て
も

、
諸

条
件

を
整

備
す

れ
ば

新
規

ダ
ム

に
頼

ら
な

く
て

も
武

庫
川

の
治

水
計

画
に

必
要

な
効

果
量

を
期

待
で

き
る

よ
う

に
な

っ

た
。

現
時

点
で

は
こ

う
し

た
対

策
の

実
現

を
図

る
た

め
に

、
全

力
を

投
入

す
る

べ
き

で
あ

る
。
 

③
新

規
ダ

ム
計

画
案

は
、

旧
・

武
庫

川
ダ

ム
計

画
と

ほ
ぼ

同
じ

も
の

で
あ

り
、

７
年

前
ま

で
に

指
摘

さ
れ

て
い

た

環
境

的
課

題
を

は
じ

め
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

点
に

つ
い

て
未

だ
解

決
策

等
に

つ
い

て
の

進
展

を
み

て
い

な
い

。
環

境
課

題
に

つ
い

て
は

、
当

委
員

会
が

採
択

し
た

「
武

庫
川

水
系

に
暮

ら
す

生
き

物
お

よ
び

そ
の

生
息

環
境

の
持

続
に

関
す

る
原

則
」

に
照

合
し

て
、

６
月

６
日

の
Ｗ

Ｔ
会

議
に

県
立

人
と

自
然

の
博

物
館

の
協

力
を

得
て

急
遽

作
成

し
た

「
環

境
へ

の
影

響
検

討
資

料
」

が
報

告
さ

れ
、

第
４

４
回

流
域

委
員

会
に

報
告

し
２

回
に

わ
た

っ
て

審
議

し
た

。
生

物
環

境
に

つ
い

て
は

上
記

原
則

に
添

っ
て

検
討

さ
れ

た
も

の
と

し
て

評
価

す
る

が
、

な
お

長
期

に
わ

た
る

解
明

が
必

要
な

検
討

課
題

が
多

く
残

さ
れ

て
お

り
、

現
段

階
で

は
問

題
解

決
を

図
れ

る
状

況
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

し
た

が
っ

て
本

資
料

は
、

基
本

方
針

レ
ベ

ル
で

の
検

討
段

階
（

次
期

整
備

計
画

策
定

時
）

へ
向

け
て

の
検

討
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

る
の

が
至

当
で

あ
る

。
 

【
知
事
コ

メ
ン
ト

 抜
粋
】
 

「
新

規
ダ

ム
の

環
境

へ
及

ぼ
す

影
響

な
ど

に
つ

い
て

、
河

川
審

議
会

に
諮

問
し

て
技

術
的

、
経

済
的

検
証

・
精

査

を
加

え
る

」
 

 【
第

6
3
回
運

営
委
員
会
資
料

1-
3
 抜

粋
】
 

「
河

川
整

備
基

本
方

針
・

整
備

計
画

策
定

に
向

け
た

取
り

組
み

」
 

（
４

）
環

境
調

査
の

実
施
 

新
規

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

流
域

委
員

会
か

ら
「

解
明

の
必

要
な

検
討

課
題

が
多

く
残

さ
れ

て
い

る
。
」

と
の

意
見

を
受

け
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
の

環
境

調
査

の
補

足
調

査
や

新
た

な
指

摘
事

項
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
環

境
保

全
対

策
の

検
討

や
貴

重
種

の
移

殖
実

験
等

を
行

う
な

ど
、

新
規

ダ
ム

が
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

資
料

を
作

成
す

る
。

 

< 250 >



 
2
 

新
規
ダ
ム
に
係
る
武
庫
川
峡
谷
環
境
調
査
状
況

に
つ
い
て

 

 

河
川

整
備

計
画

（
原

案
）

で
は

新
規

ダ
ム

は
位

置
付

け
ず

、
そ

の
必

要
性

・
実

現
可

能
性

の
検

討
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

て

い
る

。
 

武
庫

川
峡

谷
環

境
調

査
は

、
新

規
ダ

ム
が

峡
谷

の
自

然
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

資
料

を
作

成
す

る
た

め

に
実

施
し

て
い

る
が

、
今

回
は

現
時

点
の

状
況

を
報

告
す

る
。
 

な
お

、
今

回
報

告
す

る
内

容
に

つ
い

て
は

、
検

討
課

題
も

含
め

、
今

後
、

河
川

審
議

会
環

境
部

会
の

評
価

を
受

け
る

こ
と

と

し
て

お
り

、
そ

の
際

の
意

見
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
、

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

 

１
．

調
査
範

囲
 
 

 
新

規
ダ

ム
の

湛
水

区
域

及
び

そ
の

周
辺

区
域

を
調

査
範

囲
と

す
る

（
Ｐ

４
）

 

 

２
．
 調

査
分

野
 

区
分

 
人

へ
の

影
響

 
生

物
へ

の
影

響
 

影
響

の
元

と
な

る
現

象
 

調
査

分
野

 
(
1
)
景

観
 

(
2
)
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
 

(
3
)
動

物
 

(
4
)
植

物
・
植

生
 

(
5
)
試

験
湛
水

 

(
6
)
湛

水
に
係

る
事
項

 

 

３
．
 調

査
分

野
ご

と
の

調
査

内
容
 

Ⅰ
 
景

観
 

 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

試
験

湛
水

に
伴

う
植

生
の

衰
退

・
枯

死
に

よ
る

斜
面

の
景

観
の

変
化

、
流

れ
や

土
砂

動
態

の
変

化
に

よ
る

長
期

的
な

渓
流

の
景

観
(瀬

､
淵

､
岩
)の

変
化

、
堤

体
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

を
調

査
し

、
そ

れ

へ
の

対
策

を
検

討
す

る
。
 

調
査

内
容
 

試
験

湛
水

に
伴

う
植

生
の

衰
退

・
枯

死
や

森
林

の
再

生
に

関
す

る
検

討
結

果
、

土
砂

動
態

の
変

化
等

に
関

す
る

検
討

結
果

を
反

映
し

て
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

、
専

門
家

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
影

響
緩

和
策

を
検

討
す

る
。

 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

新
規

ダ
ム

に
よ

る
景

観
面

か
ら

の
影

響
を

判
断

す
る

材
料

と
す

る
た

め
、

現
況

、
ダ

ム
建

設
後

、
お

よ
び

影
響

緩
和

策
の

効
果

を
対

比
で

き
る

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

写
真

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

影
響

を
極

力
緩

和
す

る
対

策
案

を
と

り
ま

と
め

る
。

 

現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

ダ
ム

本
体

に
つ

い
て

は
、

景
観

へ
の

影
響

は
避

け
ら

れ
な

い
と

考
え

、
見

ら
れ

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
素

材
・

色
彩

等
の

工
夫

に
よ

る
景

観
へ

の
影

響
低

減
に

つ
い

て
基

礎
的

な
検

討
を

行
っ

た
。
 

湛
水

区
域

内
に

つ
い

て
は

、「
植

生
の

再
生

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
」

を
踏

ま
え

て
、

試
験

湛
水

後
に

植
生

を
再

生
し

た
場

合
の

中
長

期
的

将
来

の
姿

を
示

す
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

た
。

 

今
後

の
検

討
課

題
 

ダ
ム

本
体

に
つ

い
て

は
、

堤
体

を
見

え
に

く
く

す
る

植
栽

や
、

堤
体

の
具

体
的

な
形

、
素

材
・

色
彩

等
の

設
定

に
つ

い
て

、
他

ダ
ム

の
事

例
も

踏
ま

え
て

詳
細

に
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

湛
水

区
域

内
に

つ
い

て
は

、
望

ま
し

い
植

生
景

観
を

再
生

す
る

た
め

の
低

林
管

理
な

ど
の

具
体

的
な

手
法

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

Ⅱ
 
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
（
余

暇
）

 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

武
庫

川
峡

谷
に

お
い

て
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
廃

線
敷

や
桜

の
園

、
水

辺
空

間
等

を
利

用
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

実
態

を
調

査
し

、
新

規
ダ

ム
建

設
に

よ
る

影
響

と
そ

の
対

策
を

検
討

す
る

。
 

調
査

内
容
 

峡
谷

の
利

用
実

態
を

把
握

し
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

空
間

と
し

て
の

機
能

へ
の

影
響

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

ダ
ム

堤
体

が
遮

断
す

る
廃

線
敷

へ
の

対
応

策
を

含
め

、
影

響
へ

の
対

策
を

検
討

す
る

。
 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

利
用

面
の

影
響

を
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

整
理

す
る

と
と

も
に

、
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
の

ダ
ム

堤
体

付
近

の
ル

ー
ト

案
な

ど
、

影
響

を
極

力
緩

和
す

る
対

策
案

を
と

り
ま

と
め

る
。
 

 

  

現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

利
用

実
態

調
査

の
結

果
、

峡
谷

の
利

用
者

数
は

、
過

年
度

比
で

増
加

し
て

お
り

、
利

用
の

種
別

、
場

所
に

差
異

は
あ

る
も

の
の

、
峡

谷
が

全
体

と
し

て
余

暇
あ

る
い

は
日

常
生

活
の

様
々

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
 

今
後

の
検

討
課

題
 

新
規

ダ
ム

を
建

設
す

る
場

合
に

は
、

現
在

の
廃

線
敷

が
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
機

能
を

維
持

す
る

よ
う

配
慮

す
る

が
、

利
用

者
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

①
廃

線
敷

の
利

用
制

限
、

②
洪

水
時

に
お

け
る

利
用

者
の

避
難

対
策

な
ど

の
安

全
対

策
に

つ
い

て
今

後
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

Ⅲ
 
動

物
 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

過
去

の
調

査
に

お
い

て
生

息
状

況
が

十
分

に
把

握
で

き
て

い
な

い
分

類
群

の
把

握
を

行
う

。
ま

た
、

植
生

を
再

生
さ

せ
る

こ
と

で
動

物
相

は
回

復
す

る
と

し
て

い
る

が
、「

特
定

の
植

生
に

依
存

す
る

昆
虫

類
は

な
い

か
」
、

更
に

は
「

ダ
ム

の
放

流
口

を
魚

類
は

遡
上

可
能

か
」

に
つ

い
て

調
査

検
討

す
る

。
 

調
査

内
容
 

(
1
)
生

息
状

況
を

十
分

に
把

握
で

き
て

い
な

い
コ

ウ
モ

リ
類

や
猛

禽
類

等
の

現
地

調
査

を
実

施
す

る
。

(
2
)
峡

谷
特

有
の

植
生

・
植

物
と

関
係

性
の

大
き

い
昆

虫
類

を
文

献
と

過
去

の
環

境
調

査
の

結
果

か
ら

 

 
抽

出
し

、
そ

の
依

存
性

に
つ

い
て

検
証

す
る

。
 

(
3
)
ダ

ム
堤

体
に

よ
る

魚
類

の
移

動
阻

害
に

つ
い

て
、
暗

所
遡

上
お

よ
び

流
れ

の
連

続
性

の
面

か
ら

影

響
を

調
査

し
、

影
響

が
生

じ
る

場
合

は
対

策
を

検
討

す
る

。
 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

植
生

の
再

生
に

関
す

る
調

査
結

果
も

踏
ま

え
、

動
物

や
生

態
系

に
関

す
る

影
響

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

影
響

を
極

力
緩

和
す

る
対

策
案

を
と

り
ま

と
め

る
。
 

現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

(
1
)
生

息
情

報
の

補
完

の
た

め
の

現
地

調
査

に
つ

い
て

は
、
特

に
重

点
的

な
配

慮
を

検
討

す
べ

き
動

物

種
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

(
2
)
 
特

定
の

植
生

に
依

存
す

る
昆

虫
類

に
つ

い
て

は
、

試
験

湛
水

に
よ

る
一

時
的

な
消

失
が

種
の

消

失
に

つ
な

が
る

よ
う

な
も

の
は

存
在

し
な

か
っ

た
。
 

(
3
)
ダ

ム
堤

体
に

よ
る

生
物

の
移

動
阻

害
に

つ
い

て
は

、
回

遊
性

魚
類

の
遡

上
に

必
要

な
水

深
や

流
速

に
配

慮
し

た
放

流
口

や
減

勢
工

の
構

造
を

検
討

し
た

。
 

今
後

の
検

討
課

題
 

魚
類

の
暗

所
遡

上
に

つ
い

て
は

、
照

明
施

設
の

設
置

の
必

要
性

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
進

め
る

。 

 

Ⅳ
 
植

物
・
植

生
 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

植
物

・
植

生
は

、
峡

谷
部

の
重

要
な

構
成

要
素

で
あ

る
が

、
長

期
の

試
験

湛
水

等
に

よ
り

、
湛

水
区

域
内

の
個

体
は

枯
死

・
衰

退
す

る
。

植
物

・
植

生
は

、
動

物
の

生
息

の
場

と
も

な
っ

て
お

り
、

そ
の

再
生

は
峡

谷
の

自
然

環
境

を
保

全
す

る
上

で
最

も
重

要
で

あ
る

た
め

、
現

在
の

植
物

・
植

生
の

状
況

を
踏

ま
え

た
上

で
、

植
生

の
再

生
の

考
え

方
を

整
理

し
、

再
生

の
実

現
可

能
性

を
検

証
し

た
。
 

調
査

内
容
 

(
1
)
現

在
の

植
物

・
植

生
の

状
況

を
踏

ま
え

た
上

で
、「

植
生

の
再

生
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

」

を
整

理
し

た
。
 

(
2
)
峡

谷
内

で
保

全
す

べ
き

植
生

の
再

生
の

技
術

的
な

可
能

性
を

検
証

す
る

た
め

、
「

優
占

樹
種

の
植

裁
実

験
」

を
実

施
し

た
。

 

(
3
)
貴

重
植

物
の

再
生

の
技

術
的

な
可

能
性

を
検

証
す

る
た

め
、
「

貴
重

植
物

の
栽

培
・

植
栽

実
験

」

を
実

施
し

た
。
 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

(
1
)
基

本
的

な
考

え
方

に
よ

り
、
武

庫
川

峡
谷

の
望

ま
し

い
植

生
景

観
に

導
い

て
い

く
た

め
の

手
法

を

明
ら

か
に

す
る

。
 

(
2
)
植

生
に

つ
い

て
は

、
今

回
の

植
栽

実
験

の
結

果
を

受
け

て
、

植
生

の
再

生
が

図
れ

る
か

ど
う

か
の

判
断

材
料

を
整

理
す

る
。

 

(
3
)
貴

重
種

に
つ

い
て

は
、

今
回

の
栽

培
・

植
栽

実
験

の
結

果
を

受
け

て
、

個
体

や
種

の
保

全
が

図
れ

る
か

ど
う

か
の

判
断

材
料

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

活
着

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
条

件
（

養
生

管

理
な

ど
）

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
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現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

(
1
)
「

植
生

の
再

生
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

」
を

整
理

し
た

。
 

(
2
)
保

全
す

べ
き

植
生

の
優

占
樹

種
の

植
裁

実
験

を
実

施
中

で
あ

る
。
 

(
3
)
貴

重
植

物
の

栽
培

・
植

栽
実

験
を

実
施

中
で

あ
る

。
 

今
後

の
検

討
課

題
 

(
1
)
目

標
植

生
の

維
持

管
理

等
の

基
本

的
な

考
え

方
を

整
理

す
る

。
 

(
2
)
保

全
す

べ
き

植
生

の
優

占
樹

種
の

植
裁

実
験

に
つ

い
て

は
、
あ

る
程

度
経

年
的

な
デ

ー
タ

の
蓄

積

が
必

要
で

あ
る

た
め

実
験

を
継

続
す

る
。

 

(
3
)
貴

重
植

物
の

栽
培

・
植

栽
実

験
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
苗

の
生

産
に

成
功

し
て

い
な

い
種

に
つ

い
て

、

引
き

続
き

栽
培

実
験

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

現
地

植
栽

済
の

種
に

つ
い

て
も

、
あ

る
程

度
経

年

的
な

デ
ー

タ
の

蓄
積

が
必

要
で

あ
る

た
め

実
験

を
継

続
す

る
。

 

 

Ⅴ
 
試

験
湛
水

 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

植
物

・
植

生
は

、
動

物
に

対
し

て
生

息
の

場
を

与
え

る
と

と
も

に
、

峡
谷

部
の

重
要

な
構

成
要

素
で

あ
る

が
、

試
験

湛
水

期
間

が
長

期
間

に
及

ぶ
と

、
湛

水
区

域
内

の
植

物
・

植
生

は
大

き
な

影
響

を
受

け
る

。
こ

の
た

め
、

動
植

物
へ

の
影

響
を

極
力

低
減

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
試

験
湛

水
に

よ
る

植
物

・
植

生
へ

の
影

響
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
試

験
湛

水
期

間
を

短
縮

す
る

た
め

の
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

。
 

調
査

内
容
 

植
物

個
体

を
水

中
に

沈
め

て
影

響
を

み
る

耐
水

・
耐

水
圧

試
験

や
事

例
調

査
に

よ
り

、
試

験
湛

水
期

間
の

短
縮

効
果

と
短

縮
目

標
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

試
験

湛
水

に
お

け
る

水
位

の
上

昇
・

降
下

日
数

の
短

縮
化

を
図

る
方

策
と

し
て

、
上

流
既

設
ダ

ム
か

ら
の

応
援

放
流

と
降

下
速

度
上

昇
の

可
能

性
に

つ
い

て
、

技
術

的
な

検
討

を
行

う
。
 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

複
数

の
試

験
湛

水
期

間
の

短
縮

案
に

つ
い

て
、

実
現

の
た

め
の

条
件

と
そ

れ
に

よ
る

植
物

・
植

生
へ

の
効

果
を

整
理

す
る

。
 

現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

・
耐

水
・

耐
水

圧
試

験
で

は
、

冠
水

期
間

が
3
0～

4
0

日
程

度
を

超
え

る
と

生
存

率
の

低
下

が
大

き
く

な
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

 

・
応

援
放

流
や

水
位

降
下

速
度

の
上

昇
に

よ
り

、
試

験
湛

水
期

間
を

30
日

程
度

以
下

に
短

縮
す

る
こ

と
が

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。
 

今
後

の
検

討
課

題
 

試
験

湛
水

期
間

短
縮

の
実

現
可

能
性

に
つ

い
て

、
今

後
、

国
や

ダ
ム

管
理

者
等

と
協

議
を

行
う

。 

 

Ⅵ
 
湛

水
に
係

る
事
項

 

調
査

す
べ

き
こ

と
が

ら
 

ダ
ム

に
よ

る
湛

水
は

、
流

水
や

地
盤

な
ど

植
物

・
植

生
の

成
立

基
盤

に
対

し
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

以
下

の
変

化
が

生
じ

な
い

か
ど

う
か

を
調

査
す

る
。
(
1
)
表

土
の

流
失

、
(
2
)
斜

面
の

表
層

崩
壊

、
(
3)
 
貯

水
池

内
の

土
砂

堆
積

と
ダ

ム
放

流
口

の
目

詰
ま

り
、
(
4
)ダ

ム
下

流
域

で
の

土
砂

動
態

 

調
査

内
容
 

以
下

の
調

査
を

行
い

、
変

化
が

生
じ

る
場

合
は

対
策

を
検

討
す

る
。

 

(
1
)
他

ダ
ム

に
お

い
て

、
試

験
湛

水
前

後
の

表
土

の
厚

さ
お

よ
び

状
態

を
測

定
・

観
察

し
、

試
験

湛
水

に
よ

る
表

土
流

出
の

実
態

を
検

証
す

る
。

 

(
2
)
貯

水
池

周
辺

の
地

す
べ

り
調

査
と

対
策

に
関

す
る

技
術

指
針

（
案

）
（

平
成

２
１

年
７

月
）

に
基

づ
き

、
崖

錐
斜

面
の

安
定

性
を

確
認

す
る

。
 

(
3
)
大

規
模

出
水

に
よ

る
ダ

ム
上

流
の

短
期

的
な

土
砂

動
態

を
把

握
す

る
た

め
に

、
2

次
元

河
床

変
動

計
算

を
実

施
す

る
。
 

(
4
)
通

常
出

水
に

よ
る

長
期

的
な

土
砂

動
態

を
広

域
的

に
把

握
す

る
た

め
に

、
1

次
元

河
床

変
動

計
算

を
実

施
す

る
。
 

調
査

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

計
算

結
果

に
よ

り
影

響
を

具
体

的
に

把
握

し
、

影
響

を
極

力
緩

和
す

る
対

策
案

を
検

討
す

る
。
 

現
在

ま
で

の
実

施
状

況
 

（
H
2
2
.3

現
在

）
 

(
1
)
他

ダ
ム

で
の

現
地

試
験

の
結

果
、

試
験

湛
水

に
よ

り
表

土
は

ほ
と

ん
ど

影
響

を
受

け
な

か
っ

た
。
 

(
2
)
安

定
計

算
の

結
果

、
中

小
規

模
の

崖
錐

斜
面

で
は

不
安

定
化

す
る

可
能

性
が

小
さ

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

(
3
)
大

規
模

出
水

に
よ

る
短

期
的

な
土

砂
動

態
に

つ
い

て
は

、
ダ

ム
上

流
約

3
k
m

の
区

間
全

体
と

し

て
、

ダ
ム

な
し

は
侵

食
傾

向
、

ダ
ム

あ
り

は
堆

積
傾

向
と

な
っ

た
。

こ
の

対
象

区
間

の
う

ち
、

上

流
側

の
岩

河
床

区
間

で
は

、
ダ

ム
の

有
無

に
よ

ら
ず

堆
積

傾
向

に
あ

り
、

下
流

側
の

移
動

床
区

間

で
は

、
ダ

ム
な

し
は

侵
食

傾
向

、
ダ

ム
あ

り
は

堆
積

傾
向

に
な

っ
て

い
る

。
 

(
4
)
通

常
出

水
に

よ
る

長
期

的
な

土
砂

動
態

に
つ

い
て

は
、

河
口

か
ら

阪
急

宝
塚

駅
前

付
近

の
区

間

で
、

ダ
ム

の
有

無
に

よ
る

河
床

変
動

高
の

差
は

小
さ

い
。
 

今
後

の
検

討
課

題
 

(
2
)
今

回
設

定
し

た
条

件
を

確
認

す
る

た
め

、
今

後
、

対
象

斜
面

の
地

質
調

査
と

土
質

試
験

に
よ

る
物

性
値

把
握

を
行

い
、

斜
面

の
安

定
性

を
確

認
す

る
。
 

(
3
)
ダ

ム
放

流
口

の
目

詰
ま

り
に

つ
い

て
は

、
流

水
型

の
益

田
川

ダ
ム

と
比

べ
て

、
新

規
ダ

ム
は

放
流

口
の

規
模

が
大

き
く

、
流

木
に

よ
る

閉
塞

に
対

し
て

有
利

で
あ

る
も

の
の

、
流

木
捕

捉
工

や
放

流

口
へ

の
閉

塞
防

止
ス

ク
リ

ー
ン

設
置

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。
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